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道民カレッジ事務局 
 

いいえ。一度入学しますと引き続き14年度以降もカレッジ生として登録されています。入学のときに受け取りましたカレッ
ジ手帳を紛失しないようにしてください。なくしますと今までに受講した単位の記録がなくなりますので、大切に保管してく
ださい。なお、住所・氏名等が変更になった場合には、道民カレッジ事務局にお知らせください。 

13年度に入学しましたが、14年度は新たに入学申し込みをするのですか？ 
 

　平成13年９月14日に、「学びたいという意思」を唯一
の入学資格とし、「いつでも、どこでも、学ぶことができる」
生涯学習の学園として道民カレッジを開講いたしました。
希望と期待を抱いて21世紀がスタートいたしましたが、
変化の激しい時代であるからこそ、より前向きに変化に
対応し、生涯を通じて学習に取り組もうとする姿勢が求
められています。 
　道民カレッジは、自らの学ぶ意欲を高め、学びたいこと
を自らの意思で選んで学ぶことができる学園です。今年
度は道民カレッジの基礎づくりの年として、事業の広報
活動をはじめ、テレビでの「大学放送講座」や全道９地
域で実施したスクーリングなどの主催講座、市町村・高

等教育機関等による連携講座を実施し、関係者の皆
様方の多大なるご支援によりまして「道民カレッジ」事
業へのご理解を賜り、全道各地域の多くの道民の皆様
方にカレッジの学生として入学をしていただきました。 
　活力ある北海道づくりや、将来を託す子どもたちを健
やかにたくましく育てていくためにも、各地域で大人たち
がまなびを通して、真摯に生きていく姿を示すことが何よ
り大切であると考えております。道民カレッジが、「生涯
学習の新しい風」として総合的な学びの場にふさわしい
事業となるよう、さらなる内容の充実を図っていきたいと
考えておりますので、道民の皆様方の今後一層のご支
援をよろしくお願いします。 

開講式 
 

連携講座 
 

開講式記念講演 
 

「大学放送講座」スクーリング 
 

14年度の「大学放送講座」は、いつ始まるのですか？ 
 
14年度は、６大学が参加し、秋頃ＨＢＣテレビで放映する予定です。テキストも放映開始前の秋頃に発行する予定です。
後期発行のガイドブック等をご覧ください。 

●北 海 道 情 報 大 学　井　野　　　智　教授　テーマ「文化の創造」と人づくり、地域づくり 
 

●北海道浅井学園大学　山　谷　敬三郎　教授　テーマ「教育」と人づくり、地域づくり 
 

●札 　 幌 　 大 　 学　木　村　英　明　教授　テーマ「文化の創造」と人づくり、地域づくり 
 

●北 海 道 工 業 大 学　柳　井　清　治　教授　テーマ「自然・環境」と人づくり、地域づくり 
 

●北 海 道 東 海 大 学　西　山　恒　夫　教授　テーマ「自然・環境」と人づくり、地域づくり 
 

●北 海 道 医 療 大 学　平　井　敏　博　教授　テーマ「現代的な課題」と人づくり、地域づくり 

予定参加大学及び担当講師（順不同） 
 

どのような講座があるのですか？ 
 
ガイドブックを前期（４月～９月）後期（10月～３月）の２回発行し、道民カレッジ事務局・14教育局・212市町村教育委員
会等に設置しますので、講座につきましては、ガイドブックをご覧ください。（ガイドブック設置場所はカレッジ手帳の５ペー
ジを参照してください） 
 

「カレッジだより」は、毎年送られてくるのですか？ 
 
個人に送付されるのは、今回のみです。今後は、カレッジ事務局・14教育局・212市町村教育委員会等に設置しますの
で、ご自由にお持ちください。 



平成13年9月14日に開講しました『道民カレッジ』
でたくさんの方々が学んでいます。14年度以降も受
講生を募集していますので、友人・知人等にぜひ『道
民カレッジ』をご紹介ください。 

会　場 

テーマ 

根室市総合文化会館 

講　師 北海道薬科大学  早瀬  幸俊  教授 

参　加 76名 

状　況 

「健康と人づくり、地域づくり」 
  ～くすりと上手につきあうには～ 

自分の健康に気をつけていて、くすりに
関心を持っていている人が多く、質疑応
答の時には講師の先生にたくさんの質問
がありました。「くすりと上手につきあ
うには、身近な薬局や薬剤師を大いに活
用し、適切なアドバイスを得ることが大
切ですというお話で、あっという間の２
時間でした」という受講者の声が多かっ
たです。 

会　場 

テーマ 

北見市市民会館 
 

講　師 北海道薬科大学  早瀬  幸俊  教授 
 参　加 61名 
 

状　況 

「健康と人づくり、地域づくり」 
  ～くすりと上手につきあうには～ 

講師の先生のたいへん熱心な講義で、根
室市会場同様、質疑応答の時には時間い
っぱい次から次へと受講者の手が上がり
ました。それらの質問に講師の先生は丁
寧に答えていました。講師の先生と直接
コミュニケーションがとれる公開講座は
とてもよい学習機会になりました。 
 

会　場 

テーマ 

とかちプラザ 
 

講　師 北海道工業大学  倉原  宗孝  助教授 

参　加 82名 
 

状　況 

「住環境と人づくり、地域づくり」 
  ～イキイキとはずむ住まい・まちづくりに向けて～ 
 

スライドを使って、最初はスヌーピー
の絵本からまちづくりについて考え、
その後子どもの考えを取り入れたまち
づくりや帯広市の北の屋台を通しての
まちづくり、京都のユーコートも紹介
されました。受講者はとても興味深く
聞いていて、まちづくりには、ハード
面ばかりではなくハートも大切である
という感想もありました。 

会　場 

テーマ 

上川教育研修センター 
 

講　師 北海道医療大学　横井　寿之　教授 
 参　加 119名 
 

状　況 

「福祉と人づくり、地域づくり」 
  ～豊かな地域をつくるために～ 
 

受講者の中には福祉を学んでいる学生も
多く見られ、普段学校の授業では聞けな
いこともたくさん聞けてとても勉強にな
った、という感想がたくさんありました。
豊かな地域をつくるためには、まずそこ
に暮らす人々が福祉の考え方を知って地
域生活支援をしていくことが大切である、
という講義内容でした。 

会　場 

テーマ 

亀田福祉センター 
 

講　師 北海道大学  木村  純  教授 
 参　加 121名 
 

状　況 

「北海道の人づくり、地域づくり」 
  ～生涯学習によるまちづくり～ 
 

「地域住民の暮らしに応じた産業や人材
の開発と将来を見据えた生涯学習を展開
する取り組みの必要性や地域の問題を自
分のこととして考えることができた講義
であった」との感想をいただきました。
また、産業クラスター構想として置戸町
のオケクラフトの話を聞き、視野が広が
ったとの声がたくさんありました。 

会　場 

テーマ 

稚内総合文化センター 
 

講　師 札幌大学  八鍬　幸信  教授 
 参　加 46名 
 

状　況 

「産業情報と人づくり、地域づくり」 
  ～インターネットを身近に活用する～ 
 

インターネットなどに関わる最新の情報
に触れ、インターネットを通して、人と
人、地域と地域、地域と人が交流でき、
それが「人づくり、地域づくり」につな
がっていくという講義内容でした。参加
者からは「産業情報のしくみがわかりま
した」という声がありました。 

会　場 

テーマ 

かでる2・7 
 

講　師 北海道情報大学　伊藤　佐智子　教授 
 参　加 161名 
 

状　況 

「医療情報と人づくり、地域づくり」 
  ～くらしの中のデーターベース～ 
 

「医療は身近な問題で、遠隔医療・地域
医療についてたいへん興味深い内容で、
テレビでも講座を聞きましたが、スクー
リングでなお一層の理解ができました。
医療の進歩に情報化が著しく貢献してい
るのを知り、情報社会の重要性を感じま
した」との多くの受講者からの感想があ
りました。 

会　場 

テーマ 

留萌市中央公民館 
 

講　師 札幌大学  八鍬　幸信  教授 
 参　加 51名 

状　況 

「産業情報と人づくり、地域づくり」 
  ～インターネットを身近に活用する～ 
 

資料をもとに詳しくインターネットの仕
組みや特徴を説明し、これからのインタ
ーネットを利用した可能性や社会の変化
などを講義していただきました。今後の
日本のＩＴの方向性を考え、コンピュー
タを取り巻く社会の認識を新たにさせら
れました。 

会　場 

テーマ 

浦河町総合文化会館 
 

講　師 北海道医療大学  横井  寿之  教授 
 参　加 55名 
 

状　況 

「福祉と人づくり、地域づくり」 
  ～豊かな地域をつくるために～ 
 

「福祉のあるべき姿をわかりやすく講義
してくださり、福祉社会について関心が
持てました」との声がありました。障害
者から高齢化社会に至るまで身近な問題
について問いかける講義でした。 

13年11月29日（木） 13年12月13日（木） 14年1月22日（火） 14年2月1日（金） 14年2月14日（木） 

14年2月15日（金） 14年2月26日（火） 14年2月28日（木） 14年3月5日（火） 




